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先
月
二
七
日
朝
九
時
二
八
分
、
北
朝
鮮
と
韓
国
の

軍
事
境
界
線
に
建
つ
板
門
店
の
北
朝
鮮
側
の
施
設

「
板
門
閣
」
の
ド
ア
が
開
き
、
北
朝
鮮
・
金
正
恩
委

員
長
が
韓
国
側
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
た
。
そ
し
て

軍
事
境
界
線
に
て
金
委
員
長
を
出
迎
え
る
韓
国
・
文

在
寅
大
統
領
と
握
手
を
し
、
金
委
員
長
が
韓
国
へ
入

境
し
た
。 

平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）、
廬
武
鉉
大
統
領
と
金

正
日
委
員
長
に
よ
る
首
脳
会
談
以
来
、
一
一
年
ぶ
り

の
南
北
首
脳
会
談
、
そ
し
て
北
朝
鮮
の
ト
ッ
プ
が
韓

国
に
入
境
す
る
と
い
う
歴
史
的
な
南
北
首
脳
会
談
が

こ
う
し
て
は
じ
ま
っ
た
。 

                 

 

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
六
月
二
五
日
、
突
如

と
し
て
北
朝
鮮
は
南
進
し
、
三
年
も
の
長
き
に
渡
る

朝
鮮
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
戦
争
は
同
じ
民
族
同
士
の

南
北
に
留
ま
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
国
連

軍
や
中
国
軍
が
出
動
す
る
大
規
模
な
も
の
と
な
り
、

一
つ
間
違
え
れ
ば
核
戦
争
に
す
ら
発
展
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
い
ま
な
お
戦
争
は
休
戦
状
態
に

あ
り
、
韓
国
は
休
戦
協
定
に
調
印
せ
ず
、
戦
争
状
態

が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
朝
鮮
半
島
の
悲
劇
の
歴
史
に
、
日
本
は

無
関
係
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
と
朝
鮮
半

島
が
古
く
か
ら
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も 

                 

な
く
、
近
代
に
あ
っ
て
は
韓
国
を
併
合
し
、
朝
鮮
半

島
は
数
十
年
の
あ
い
だ
「
大
日
本
帝
国
」
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
住
む
人
々
は
帝
国
の
民
で
あ
り
、
元
「
大
日

本
帝
国
」
軍
人
と
し
て
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
と
し
て
裁
か
れ

た
朝
鮮
人
も
い
れ
ば
、
傷
痍
軍
人
と
し
て
長
く
苦
し

ん
だ
朝
鮮
人
も
い
る
。
そ
し
て
日
本
の
敗
戦
と
と
も

に
日
米
ソ
な
ど
各
国
の
対
応
と
思
惑
の
な
か
で
朝
鮮

半
島
は
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
事

実
を
踏
ま
え
る
と
、
日
本
が
朝
鮮
半
島
の
悲
劇
の
歴

史
に
無
関
係
で
は
な
く
、
ま
た
無
関
心
で
あ
っ
て
も

な
ら
な
い
と
い
え
る
。 

 

そ
も
そ
も
朝
鮮
戦
争
自
体
が
日
本
と
深
い
関
わ
り 

 
南
北
・
米
朝
対
話
の
進
展
と
朝
鮮
半
島
の
平
和
を
心
よ
り
祈
念
す
る
―
朝
鮮
半
島
の
悲
劇
と
日
本
― 

 
 

「
神
苑
の
決
意
」 

主
筆 

 

木 

川 

智 

 

1 部 1000 円 

（別途送料 160 円） 

本
号
の
内
容
【
主
張
】
南
北
・
米
朝
対
話
の
進
展
と
朝
鮮
半
島
の
平
和
を
心
よ

り
祈
念
す
る
―
朝
鮮
半
島
の
悲
劇
と
日
本
―
（
木
川
智
）
…
１
／
【
連
載
】『
倭

姫
命
世
記
』
を
読
み
解
く
⑬
天
皇
即
位
に
お
け
る
首
長
の
服
属
儀
礼
と
中
世
の

秘
儀
化
（
柳
凛
）
…
３
／
活
動
報
告
…
５
／
記
録
沖
縄
戦 

軍
民
・
日
米
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
…
１
１
／
お
知
ら
せ
・
編
集
後
記
…
１
６ 

 


